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道
路
の
供
用
と
整
備
効
果　

〜
新
し
い
道
路
の
供
用
に
よ
り
県
民　

生
活
が
便
利
に
な
り
ま
す
〜

「
国
道
五
〇
六
号
豊
見
城
東
道
路
」

「
国
道
五
十
八
号
読
谷
道
路
」

「
国
道
三
二
九
号
石
川
バ
イ
パ
ス
」

��
１　

豊
見
城
東
道
路
の
供
用
に
つ
い
て�

　

那
覇
空
港
自
動
車
道
は
沖
縄
自
動
車

道
（
延
長
五
十
七　

、
昭
和
六
十
二
年

ｋｍ

全
線
供
用
）
と
那
覇
空
港
を
結
ぶ
延
長

約
二
十　

の
高
規
格
幹
線
道
路
で
、
沖

ｋｍ

縄
自
動
車
道
と
と
も
に
沖
縄
本
島
を
南

北
に
縦
貫
す
る
基
幹
交
通
軸
を
形
成
す

る
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　

豊
見
城
東
道
路
は
、
一
般
国
道
五
〇

六
号
那
覇
空
港
自
動
車
道
の
一
翼
を
担

う
も
の
で
あ
り
、
豊
見
城
市
字
名
嘉
地

か
ら
南
風
原
町
字
山
川
に
至
る
延
長
約

六
・
二　

の
う
ち
橋
梁
部
が
四
・
三　

、

ｋｍ

ｋｍ

ト
ン
ネ
ル
部
が
一
・
五　

、
土
工
部
が

ｋｍ

〇
・
四　

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
豊
見

ｋｍ

城
東
道
路
は
、
平
成
三
年
度
に
事
業
化

し
、
平
成
五
年
度
に
用
地
買
収
着
手
、

平
成
九
年
三
月
に
工
事
着
手
し
、
鋭
意

事
業
を
推
進
し
、
南
風
原
南
Ｉ
Ｃ
か
ら

豊
見
城
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
約
三
・
九　

が
平

ｋｍ

成
十
五
年
四
月
二
十
六
日
に
暫
定
供
用

し
ま
し
た
。
供
用
形
態
と
し
て
は
、
片

側
一
車
線
の
対
面
交
通
で
通
行
料
は
無

料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
供
用

に
よ
り
、
既
に
供
用
中
の
沖
縄
自
動
車

道
及
び
南
風
原
道
路
と
一
体
と
な
っ
て

沖
縄
本
島
北
部
、
中
部
、
南
部
及
び
那

覇
空
港
間
の
定
時
性
・
高
速
性
を
確
保

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
振
興
は
も
と

よ
り
、
観
光
及
び
那
覇
市
内
の
通
過
交

通
が
転
換
す
る
こ
と
に
よ
る
那
覇
市
内

の
交
通
混
雑
の
緩
和
に
寄
与
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
那
覇
空
港
か
ら
沖
縄
自
動
車
道
ま

で
の
時
間
短
縮
効
果
や
一
般
国
道
三
二

九
号
の
交
通
事
故
の
減
少
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
更
に
は
中
北
部
か
ら
沖

縄
本
島
南
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す

る
こ
と
か
ら
、
糸
満
市
周
辺
に
点
在
す

る
観
光
地
及
び
現
在
豊
見
城
市
に
お
い

て
、
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
豊
崎
へ

の
時
間
短
縮
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
周
辺

環
境
へ
の
配
慮
と
雨
天
時
の
交
通
安
全

向
上
の
観
点
か
ら
全
線
排
水
性
舗
装
を

実
施
し
、
走
行
車
両
の
快
適
・
安
全
な

走
行
、
ま
た
、
隣
接
す
る
住
宅
地
へ
の

走
行
車
両
の
通
過
音
の
低
減
を
図
る
対

策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
豊
見
城
Ｉ
Ｃ
か
ら
那

覇
空
港
南
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
間
の
早
期
供

用
に
向
け
て
鋭
意
事
業
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
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その５

○1
�

那
覇
空
港
か
ら
西
原
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
所
要
時

間
は
五
十
二
分
か
ら
三
十
一
分
へ
二
十
一
分

の
時
間
短
縮
が
見
込
ま
れ
ま
す
。﹇
上
段
﹈

○2
�

豊
見
城
東
道
路
の
供
用
に
よ
る
交
通
の
転

換
に
よ
り
、
国
道
三
二
九
号
の
交
通
量
が
減
少

し
、
那
覇
市
古
波
蔵
付
近
で
発
生
し
て
い
る
八

十
二
件
／
平
成
十
三
年
の
人
身
事
故
が
二
十

件
減
少
す
る
と
試
算
さ
れ
ま
す
。﹇
下
段
﹈

開通式（平成15年４月26日） 至豊見城↓　豊見城ＩＣ付近

↑南風原

図1　平　面　図
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2　

読
谷
道
路
の
供
用
に
つ
い
て�

　

沖
縄
西
海
岸
道
路
は
、
読
谷
村
か
ら

糸
満
市
ま
で
の
約
五
十　

を
結
ぶ
、
地

ｋｍ

域
高
規
格
道
路
で
す
。

　

沖
縄
西
海
岸
道
路
の
一
部
と
な
る
読

谷
道
路
は
、
読
谷
村
親
志
の
国
道
五
十

八
号
か
ら
同
村
古
堅
に
至
る
延
長
六
・

〇　

の
道
路
で
す
。
こ
の
道
路
が
完
成

ｋｍ
す
る
こ
と
に
よ
り
本
島
北
部
と
中
南
部

を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
と
な
り
、
読
谷

村
、
嘉
手
納
町
の
国
道
五
十
八
号
の
交

通
渋
滞
の
緩
和
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

産
業
、
観
光
及
び
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
と
な
り
ま
す
。

　

読
谷
道
路
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
に

事
業
化
し
、
平
成
十
一
年
三
月
に
は
道

路
整
備
の
た
め
嘉
手
納
弾
薬
庫
地
区
と

ト
リ
イ
通
信
施
設
の
一
部
が
返
還
さ
れ

鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
（
平
成
十
五
年
四
月
十
六
日
）�

供
用
さ
れ
た
読
谷
道
路
の
暫
定
供
用
区

間
は
、
大
木
地
区
県
道
六
号
線
か
ら
古

堅
地
区
県
道
十
六
号
線
に
至
る
延
長

一
・
三　

で
す
。
本
区
間
の
早
期
供
用

ｋｍ

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
読
谷
村
伊
良
皆

か
ら
嘉
手
納
町
水
釜
ま
で
の
国
道
五
十

八
号
の
渋
滞
緩
和
が
見
込
ま
れ
る
と
と

も
に
、
地
域
通
学
児
童
の
交
通
安
全
確

保
の
為
、
暫
定
供
用
区
間
東
側
に
歩
道

を
設
置
し
ま
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

3　

石
川
バ
イ
パ
ス
の
供
用
に
つ
い
て�

　

石
川
バ
イ
パ
ス
は
、
名
護
市
を
起
点

と
し
那
覇
市
ま
で
の
沖
縄
本
島
東
海
岸

の
主
要
都
市
を
結
ぶ
一
般
国
道
三
二
九

号
の
う
ち
、
交
通
混
雑
の
著
し
い
石
川

市
街
地
の
交
通
緩
和
を
目
的
に
金
武
町

屋
嘉
〜
沖
縄
市
後
原
に
至
る
八
・
二　
ｋｍ

の
四
車
線
バ
イ
パ
ス
と
し
て
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
に
事
業
化
し
、
平
成

十
二
年
ま
で
の
間
、
早
期
に
整
備
効
果

を
発
現
さ
せ
る
た
め
に
段
階
的
に
五
・

九　

の
供
用
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ｋｍ

　

平
成
十
五
年
三
月
二
七
日
（
木
）
に

県
道
六
号
線
〜
石
川
市
山
城
間
〇
・
五
、

石
川
市
楚
南
〜
沖
縄
市
後
原
間
一
・
八

　

を
供
用
し
、
暫
定
二
車
線
で
は
あ
り

ｋｍま
す
が
石
川
バ
イ
パ
ス
が
全
線
供
用
と

な
り
ま
し
た
。

石
川
バ
イ
パ
ス
供
用
に
よ
る
効
果

　

石
川
バ
イ
パ
ス
供
用
後
に
交
通
量
調

査
を
実
施
し
、
バ
イ
パ
ス
供
用
に
よ
る

効
果
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
パ
ス
供
用
後
現
道
区
間
の
交
通

量
が
減
少
し
、
バ
イ
パ
ス
に
交
通
が
転

換
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
金
武
町
屋
嘉
〜
沖
縄
市
後
原

間
の
通
過
時
間
も
短
縮
し
て
お
り
、
石

川
バ
イ
パ
ス
供
用
に
よ
る
効
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。
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開通式（平成15年３月27日）

開通式（平成15年４月16日） 平　面　図


